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ホ
ク
レ
ン
移
動
販
売
車

「
実
り
恵
み
号
」
が
地
区
巡
回

楽しい暮らしのお手伝い販売ルート
　

日
常
生
活
に
不
可
欠
な
品
物
を
積
ん
で

各
戸
を
訪
問
す
る
ホ
ク
レ
ン
移
動
販
売
車

が
12
月
１
日
か
ら
本
格
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
の
名
も
「
実
り
恵
み
号
」
で
箱
型

の
ト
ラ
ッ

ク
に
品
物

を
満
載
し

て
販
売
ル

ー
ト
ご
と

の
各
戸
を

そ
れ
ぞ
れ

訪
問
し
ま

す
。

　

販
売
商

品
は
新
鮮

な
お
魚
や

お
肉
、
食
料
品
、
日
用
雑
貨
、
お
弁
当
な

ど
多
彩
で
す
。
さ
な
が
ら
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ

　

農
協
法
の
公
布
を
様
々
な
角
度
か
ら
意

義
づ
け
る
記
念
行
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

特
に
41
回
目
を
数
え
る
組
合
員
宅
一
日
一

斉
皆
訪
問
で
は
、
農
協
運
動
の
推
進
役
と

し
て
Ｊ
Ａ
事
業
に

係
わ
る
Ｊ
Ａ
職
員

が
組
合
員
の
皆
さ

ん
宅
へ
直
接
お
伺

い
し
、
Ｊ
Ａ
業
務
の
こ
と
や
農
作
業
の
進

捗
状
況
、
今
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
の
思

い
、
Ｊ
Ａ
に
要
望
す
る
こ
と
な
ど
多
彩
な

話
題
で
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
お
話
が
出
来

　

11
月
18
日
の
組
合
員
宅
一
日
一
斉
皆
訪

問
に
先
立
ち
関
係
職
員
全
員
を
前
に
浦
島

代
表
理
事
専
務
か
ら
訓
示
が
あ
り
ま
し

た
。
同
専
務
は
「
農
協
法
公
布
の
意
義
は

戦
後
の
食
糧
増
産
か
ら
供
給
を
安
定
的
に

し
、
農
協
組
織
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き

い
。
農
業
者
の
社
会
的
な
地
位
の
向
上
に

向
け
、
今
あ
る
も
の
は
協
同
組
織
が
相
互

扶
助
の
考
え
を
し
っ
か
り
地
域
に
根
付
い

て
今
も
そ
の
精
神
は
不
変
で
あ
る
」
等
と

し
、
加
え
て
い
ま
、
言
わ
れ
な
き
農
業
農

協
改
革
が
求
め
ら
れ
規
制
改
革
推
進
会
議

が
提
言
す
る
全
農
改
革
や
信
用
事
業
譲
渡

は
農
協
組
織
の
解
体
を
狙
う
異
常
な
改
革

と
述
べ
ま
し
た
。

　

訪
問
終
了
後
、
全
従
業
員
が
Ｊ
Ａ
大
ホ

ー
ル
に
集
ま
り
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

本
年
は
「
時
代
の
変
わ
り
目
に
生
き
残

生活必需品をコンパクトに並べて
各戸を訪問します。

移動販売車「実り恵み号」

ッ
プ
の
品
揃
え
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
車
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
用
必
需
品
を
中
心
に
約

８
０
０
品
目
が
皆
さ
ん
の
庭
先
に
お
伺
い

し
ま
す
。

　

す
で
に
試
験
的
に
運
行
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
特
に
新
鮮
な
お
魚
、
お
肉
、
豆
腐

や
牛
乳
と
い
っ
た
日
配
品
に
は
関
心
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
移
動
販
売
事
業
は
Ｊ
Ａ
び
え
い
と

ホ
ク
レ
ン
が
連
携
し
、
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ

ッ
プ
に
委
託
を
し
て
各
地
区
の
皆
さ
ん

の
買
い
物
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

実
り
恵
み
号
の
運
行
は
道
内
で
富
良
野
、

深
川
、
東
神
楽
に
次
い
で
４
例
目
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
毎
週
の
販
売
ル
ー
ト
は
別
記

の
通
り
で
、
毎
朝
店
舗
を
10
時
に
出
発
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

れ
る
組
織
と
滅
び
る
組
織
・
生
き
残
れ
る

個
人
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
㈱
Ｋ
・
Ｔ
・
Ｃ

の
河
野
容
久
代
表
を
招
き
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
同
氏
は
環
境
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
議
会
で

企
業
に
お
け
る
環
境
経
営
取
組
推
進
活
動

を
展
開
、
食
と
農
に
関
す
る
活
動
の
軸
を

北
海
道
に
移
住
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　　

こ
れ
か
ら
生
き
残
る
術
（
す
べ
）

　　

同
氏
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
人
口
減
少
社
会
な
ど

大
き
な
変
化
が
必
ず
起
こ
る
と
し
、
そ
の

中
で
生
き
残
る
術
に
つ
い
て
講
演
。
明
治

維
新
で
の
農
業
資
本
主
義
か
ら
商
業
資
本

主
義
へ
の
変
化
、
戦
国
時
代
の
鉄
砲
伝
来

な
ど
に
よ
る
新
技
術
の
出
現
や
現
在
で
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
最
終
段
階
へ
移
行
さ
れ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
に
貿
易
の
枠
組
み
が
変
化
す
る

と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
３
年
後
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

各
戸
そ
れ

ぞ
れ
訪
問

ホ
ク
レ
ン
移
動
販
売
車

「
実
り
恵
み
号
」
が
地
区
巡
回

た
こ
と
は
今
後
の
事
業
に
向
け
て
大
切
な

こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
組
合
職
員
も
こ
こ
数
年
で
世
代
が
若

返
り
「
顔
と
名
前
が
一
致
し
な
い
」
と

の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
家
族
の
皆
さ
ん

も
含
め
話
が
弾
ん
だ
こ
と

に
感
謝
を
致
し
ま
す
。
ま

た
、
茶
菓
な
ど
の
お
も
て
な
し
に
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

農
協
法
の
意
義

　
多
彩
な
企
画
で

巡回曜日 販売地区

毎週月曜日 旭地区

毎週火曜日 美沢地区

毎週水曜日 北瑛・美田・五稜地区

毎週木曜日 置杵牛・宇莫別（中宇・上宇）

毎週金曜日 美馬牛・新星地区

毎週土曜日 瑠辺蘂・二股地区

（
３
Ｐ
中
段
に
続
く
…
）
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　農業協同組合法（農協法）が公布されたのが昭
和 22 年 11 月 19 日。今年で 69 周年を迎えた。
当ＪＡも組合員の皆さん宅への訪問や職員の意識
啓発としての講演会の実施などを行った。また、
新たな試みとして組合員還元野菜無料詰め放題と
移動購買車のお披露目がされた。全国各地のＪＡ
においても農協法を意義づける各種事業が行われ
ている。農協法は公布されてから 69 年間、協同
組合原則に掲げる「自主・自立」と民主的運営の
基本に立ち、相互扶助精神のもと、「農業者による
農業者のための組織」として組合員の経済と生活
の安定、より良い地域社会の実現を目指して各種
の事業を展開してきた。
　本町においても組合員の皆さんの農協結集でさ
まざまな難局を乗り越えながら、美瑛町の農業振
興を念頭に食料基地北海道の一翼を担ってきた。
紛れもなく組合員の皆さんの努力の賜物であり「協
同結集」の成果でもある。近年、農業や農協を取
り巻く環境も大きく変わり、農業者の高齢化や担
い手の減少などの構造的な課題を抱える一方、農
産物の自由化が急速に進んだことによる市場原理
一辺倒の価格形成がなされている。
　ここにきて、政府の規制改革推進会議農業ワー
キンググループ（ＷＧ）は農業の実態を全く無視
した提言を示した。これは「農業・農協つぶし」
と見られる内容でとても容認できるものではなく、
農業者の営農と生活を守る総合ＪＡの役割が理解
されないものとなっている。
　今年４月には農協の事業運営などを改めた改正
農協法が施行されたがＪＡグループはこれからも
農業経営の安定と暮らしの安心を確保し地域農業
の振興・発展に取り組まなければならない。平成
30 年を目標とする第９次の地域農業振興計画も３
年目の折り返し地点となった。美瑛町が持つ固有
の生産基盤と高い生産技術を上手に組み合わせ、
所得目標をクリアしたい。ＪＡグループは昨年の
第 28 回ＪＡ北海道大会で「北海道 550 万人とと
もに創る力強い農業と豊かな魅力ある農村」の実
践を決議した。組合員の皆さんと共同歩調で地域
の信頼と期待に応えたい。

改めて農協法公布を考える

「協同」結集の意義は重い

　

組
合
員
宅
一
日
一
斉
皆
訪
問
の
こ
の
日
、

組
合
員
、
准
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
美
瑛
産
の

農
産
物
を
味
わ
っ
て
頂
こ
う
と
「
組
合
員
還

元
野
菜
無
料
詰
め
放
題
」
イ
ベ
ン
ト
が
初
め

て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
予
定
の
時
間
よ
り
早
く
並
ん
だ

正
・
准
組
合
員
の
皆
さ
ん
。
用
意
さ
れ
た
の

は
美
瑛
産
の
馬
鈴
薯
、
玉
ね
ぎ
を
袋
に
詰
め

放
題
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。

　

今
年
は
秋
口
か
ら
野
菜
類
が
高
騰
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
同
会
場
に
は
12
月
か
ら
稼
働
予
定
の
移

動
購
買
車
「
実
り
恵
み
号
」
が
展
示
さ
れ
、

魚
や
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
や
弁
当
な
ど
約

８
０
０
種
類
も
の
品
目
が
詰
ま
れ
た
車
両
も

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

美
瑛
産
馬
鈴
薯
、
玉
ね
ぎ
詰
め
放
題

　
　
組
合
員
還
元
を
初
企
画
で

美瑛産の馬鈴薯・玉ねぎ詰め放題

原野地区での一斉訪問

職員一同参加の記念講演

㈱Ｋ・Ｔ・Ｃ河野容久代表
の講演

の
開
催
が
経
済
や
流
通
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
す
と
し
、
加
え
て
現
在
沖
縄
那
覇

空
港
の
拡
張
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
空
輸
に
お
け
る
ハ
ブ
空
港
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
ロ
シ
ア
と
の
貿
易

の
活
発
化
の
起
爆
剤
に
な
る
と
し
て
い
ま

す
。



4

第1115号　平成28年12月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

　

食
育
を
通
し
て
農
業
が
地
域
で
担
う
役

割
や
生
産
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
、
Ｊ
Ａ
び
え
い
青
年
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
セ
ス
会
な
ど
で
共
催
す
る
食
育
授
業
が

今
年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
美
瑛
小
学
校
に
て
児
童
や
保

護
者
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
１
０
０
名
が
集

ま
り
、
小
学
５
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の

一
つ
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
授
業
で
は
、
前
段
と
し
て
５
月
の

田
植
え
か
ら
９
月
の
稲
刈
り
ま
で
を
、
青

年
部
員
宅
の
水
田
を
舞
台
に
体
験
。
こ
の

日
は
収
穫
し
た
米
を
食
す
る
こ
と
で
、
一

年
の
総
仕
上
げ
と
な
り
ま
す
。
美
瑛
小
の

授
業
参
観
に
合
わ
せ
て
の
“
超
長
～
い
”

手
巻
き
寿
司
づ
く
り
へ
の
挑
戦
で
す
。

　

ジ
ャ
ン
ボ
巻
き
ず
し
づ
く
り
は
“
ま
き

す
”
の
上
に
き
っ
ち
り
と
し
か
れ
た
“
の

り
”
に
児
童
ら
が
田
植
え
・
収

食
育
授
業
を
総
合
的
な
学
習
で

　
ジ
ャ
ン
ボ
で
ロ
ン
グ
な
巻
き
ず
し

穫
を
行
っ
た
美
瑛
産
な
な
つ
ぼ
し
を
盛
り

付
け
ま
し
た
。

　

中
心
を
彩
る
具
材
に
き
ゅ
う
り
、
美
瑛

豚
、
ほ
う
れ
ん
草
、
錦
糸
卵
に
色
鮮
や
か

な
紅
シ
ョ
ウ
ガ
を
載
せ
て
準
備
完
了
で

す
。

　

同
小
体
育
館
に
対
角
線
に
並
べ
ら
れ
た

長
テ
ー
ブ
ル
は
19
台
、
約
30
ｍ
の
超
ロ
ン

グ
巻
き
ず
し
づ
く
り
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合

わ
せ
“
グ
ル
リ
”
と
巻
き
上
げ
完
成
。
参

加
者
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

真
っ
黒
な
“
の
り
”
に
包
ま
れ
た
手
巻

き
寿
司
は
直
径
約
10
㌢
。
仕
上
が
り
も
き

れ
い
で
重
量
感
い
っ
ぱ
い
の
手
巻
き
寿
司

は
、
約
30
セ
ン
チ
に
切
り
分
け
ら
れ
皆
で

試
食
。
美
瑛
牛
乳
も
当
Ｊ
Ａ
か
ら
提
供
さ

れ
、
こ
の
日
は
“
美
瑛
の
美
味
し
さ
”
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

“
心
も
か
ら
だ
も
す
こ
や
か
に
”

　
　
　
給
食
は
美
瑛
産
の
お
米
と
小
麦
で

　

美
瑛
産
の
お
米
や
小
麦
を
学
校
給
食
に

活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
今
年
も
Ｊ
Ａ
か

ら
町
へ
の
贈
呈
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

11
月
19
日
に
熊
谷
代
表
理
事
組
合
長
、

長
谷
川
稲
作
生
産
部
会
長
、
増
山
麦
作
生

産
部
会
長
が
町
役
場
応
接
室
を
訪
れ
、
お

米
と
パ
ン
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供
は
平
成
21
年

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
８
回
目
と

な
り
ま
し
た
。
美
瑛
産
な
な
つ
ぼ
し
３
㌧

(

10
㌔
３
０
０
袋)

と
美
瑛
産
小
麦
ゆ
め
ち

か
ら
の
食
パ
ン
約
９
０
０
食
で
す
。

　

熊
谷
代
表
理
事
組
合
長
は
「
生
産
部
会
の

取
り
組
み
で
重
要
視
し
て
い
る
安
全
・
安
心

な
美
瑛
産

小
麦
と
お

米
が
生
産

で
き
ま
し

た
。
食
が

元
気
な
心

と
体
を
つ

く
る
と
思

い
ま
す
。

し
っ
か
り

食
べ
て
勉
強
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
、
浜
田
町
長
「
今
年
は
災
害
年
で
し
た
。

天
候
に
悩
ま
さ
れ
続
け
た
一
年
の
中
で
、
生

産
者
の
努
力
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

浜田町長・千葉教育長同席で
美瑛産給食用米麦を贈呈

美味しさを十分堪能して

息を合わせて

試食にも
笑美

思い出にもなりました !!

　

美
瑛
町
の
丘
の
風
景
が
育
む
地

元
食
材
の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
「
丘
の
恵
み
を
楽
し
く

食
べ
よ
う
」
と
題
し
た
食
体
験
が

11
月
10
日
と
11
日
の
２
日
間
、
レ

ス
ト
ラ
ン
ア
ス
ペ
ル
ジ
ュ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
内
の
全

中
学
生
を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の

で
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
の
習
得
も

合
わ
せ
て
、
町
・
Ｊ
Ａ
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
同
席
の
北
野
常
務
は

「
美
瑛
選
果
が
料
理
人
に
よ
る
美

瑛
産
の
食
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
し

て
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
10
年
の

節
目
と
な
っ
た
。
美
瑛
産
食
材
の
美
味
し

さ
を
十
分
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
参
加
者
は

ナ
イ
フ
と

フ
ォ
ー
ク

を
手
に
ク

オ
リ
テ
ィ

の
高
い
料

理
を
楽
し

ん
で
い
ま

し
た
。

丘の恵み 美味しくもっと
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Ｊ
Ａ
び
え
い
年
金
友
の
会
（
谷
口

健
三
会
長
）
の
一
大
企
画
事
業
の
東

京
・
横
浜
方
面

の
首
都
圏
を
訪

れ
る
秋
の
事
業

が
11
月
８
日
か
ら
４
日
間
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は

36
名
で
、
宿
泊
は
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
、
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ
ン
な
ど
名

の
知
れ
た
と
こ
ろ

で
企
画
。
国
会
議

事
堂
も
特
別
に
コ

ー
ス
入
り
し
、
な
か
な
か
行
け
な
い
場

所
に
入
れ
た
と
好
評
で
し
た
。

お疲れさまでした　年金友の会 歓声熱く青年部・フレッシュ
ミセス会ミニバレー

心
に
残
る
東
京
・
横
浜

東京観光で

みかん狩り体験は好評でした

漁師料理を海鮮バイキングで

鶴岡八幡宮で

国会議事堂で

心
に
残
る
東
京
・
横
浜

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
で
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、

部
員
交
流
。
Ｊ
Ａ
青
年
部(

中
野
隼
太

部
長)

と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会(

藤

原
よ
し
み
会
長)

の
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

と
部
員
交
流
会
が
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
Ｊ
Ａ
び
え
い
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
16
日
は
各
支
部
か
ら
部

員
が
集
ま
り
約
80
名
。
ミ
ニ
バ
レ
ー

は
エ
ン
ジ
ョ
イ
、
プ
レ
ミ
ア
の
各
リ

ー
グ
に
分
け
ら
れ
１
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

最
低
２
チ
ー
ム
以
上
の
チ
ー
ム
構
成

が
条
件
で
す
。
優
勝
・
準
優
勝
・
３

位
の
チ
ー
ム
に
は
賞
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
の
後
は
Ｊ

Ａ
大
ホ
ー
ル
へ
と
会

場
を
移
し
、
部
員
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
多
彩

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
催
さ
れ
、
大
変
な

賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　

青
年
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会

で
は
、
12
月
17
日
に
組
織
未
加
入
者

で
も
参
加
で
き
る
ふ
れ
あ
い
交
流
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
情

報
カ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中野青年部長の挨拶

白熱した
ミニバレー大会

優勝旗贈呈

盛り上がった
部員交流会
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生産
資材技術情報生産
資材技術情報

営農ホット
ライン

H O T L I N E
1 1 月 の 技 術 対 策 と 資 材

　近年、土壌 pH（ピーエイチ）
の低い畑がときどき見られます。
ビート・春まき小麦の生育は、低
い pH では不良になることが知
られています。pH は高すぎても、
生育不良となるときもあります。
また、イネの苗立枯病・ばれいしょ
ソウカ病・ネコブ病の多発要因の
一つとして、pH の高低があげら
れています。
　pH を高める肥料的成分として
アルカリ分があります。アルカリ
分は、特定の方法で分析された有

注　1)　成分略号……N：チッソ、P：リン酸、Ｋ：加里、Ca：カルシウム、CaCN2 カルシウムシアナミド。　成分のく溶性・可溶性・
水溶性については、記述を省略した。

　　2)　成分として石灰・カルシウムが含まれていても、土壌 pH を上げる効果が期待できない肥料の例　→　過りん酸石灰、硫酸カル
シウム、畑のカルシウム、塩化カルシウム、硝酸石灰、

肥料のアルカリ分と石灰・カルシウム
効石灰・有効苦土として計算され
ます。アルカリ分を保証成分とし
て表示している肥料と、保証成分
とはしていない肥料とがあります。
またカルシウムを多く含む肥料で
も、pH を上げない肥料もあるの
です。アルカリ分・石灰・カルシ
ウムは区別して、さらに副成分も
考慮して肥料銘柄を選ぶことが大
切です。
　今回は、アルカリ分に焦点をあ
てて、幾つかの肥料について、成
分比較を紹介します（表参照）。

表　　アルカリ分、石灰、カルシウムを含む肥料例（抜粋）

肥料区分 肥料名
( 略称 )

肥料保証成分　( 成分は略号 )
　( 数値は含有率％ )

含有成分、副成分、
分析値例、原料など 使用上の注意

チッソ 石灰窒素・粒 Ｎ 20%、
アルカリ分 55％ CaCN2…55% CaCN2 は農薬成分、

施用時期に注意

リン酸 ようりん P20、苦土 15、ケイ酸 20、
アルカリ分 50

鉄 4％、
原料 (Ca を含む燐鉱石 )

リン酸はく溶性で、
ゆっくり効く

苦土 水マグ 苦土 60% アルカリ分 88％ pH10.2

石灰質

苦土
生石灰・粒

アルカリ分 100
苦土 30

原料のドロマイト
( 石灰・苦土を含む ) を粉砕

土中の反応が急。
施用時期に注意。

防散苦土炭カル アルカリ分 50
苦土 6

原料 ( ドロマイト ) を粉砕して
加工する。 土中の反応は緩やか

消石灰 アルカリ分 65 生石灰を加工する 土中の反応が急。

ケイカル アルカリ分 38、
ケイ酸 30

原料は、カルシウムを含む
スラグ ( 鉄鋼滓 ) pH 上昇は緩やか

ｽｰﾊﾟｰミネカル粒
4 号

アルカリ分 44、
ケイ酸 13、苦土 1.5

石灰 40、酸化鉄 8、
P0.9、マンガン 0.7 pH 上昇は緩やか

ゆめシリカ アルカリ分 38、
ケイ酸 29、苦土 4、P5

マンガン 4、
ホウ素 0.18 pH 上昇は緩やか

マンガン みつパワー マンガン 10 ケイ酸 25.1、苦土 2.7、
石灰 21.7、鉄 1.7 アルカリ性肥料

特殊肥料 ニッテンライム 　― アルカリ分 32.7、
石灰 31.4 苦土 0.96 pH10.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生産資材課　技術相談員　記）
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「
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
昨

年
の
第
28
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
の
決
議
事
項
に
対
す

る
実
践
機
運
を
高
め
る
こ
と
等
を
目
的
に
「
農
業
所

得
20
％
増
大
」
と
「
５
５
０
万
人
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

と
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
決

議
事
項
の
実
践
状
況
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

以
降
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
大
会
決
議
事
項
で
あ
る
「
所
得
20
％
増
」

「
担
い
手
倍
増
」「
サ
ポ
ー
タ
ー
５
５
０
万
人
づ
く
り
」

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
人
づ
く
り
」
等
、
息
の
長
い
取
り

組
み
を
続
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
協
同
の
理

念
の
も
と
で
着
実
に
実

践
を
積
み
重
ね
、農
業
・

Ｊ
Ａ
の
意
義
を
グ
ル
ー

プ
内
外
に
積
極
的
に
発

信
し
続
け
な
が
ら
、
北

海
道
農
業
の
価
値
を
高

め
て
行
く
こ
と
で
道
民

や
国
民
に
信
頼
さ
れ
愛

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
『
販
売
・
購
買
・
営
農
支
援
を
三
位
一
体
と
す
る
事

業
運
営
』
を
基
本
戦
略
と
し
、「
価
値
向
上
」「
生
産

性
向
上
」「
コ
ス
ト
低
減
」
の
実
践
を
通
じ
て
「
農

業
所
得
の
向
上
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、
経
営
の
合

理
化
に
よ
る
配
当
の
向
上
、
主
要
品
目
全
般
に
お
け

る
手
数
料
の
引
き
下
げ
、

各
種
奨
励
施
策
の
実
施

な
ど
、
生
産
者
・
会
員

Ｊ
Ａ
へ
の
最
大
限
の
還

元
に
努
め
「
皆
様
に
選

ば
れ
る
ホ
ク
レ
ン
」
を

目
指
し
ま
す
。

　

新
規
担
い
手
倍
増
、
農
業
所
得
増
大
の
取
り
組
み

と
し
て
、
各
連
合
会
が
連
携
し
て
の
「
後
継
者
親
元

就
農
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
」
等
へ
助
成
支
援
す
る
『
担
い

手
確
保
・
育
成
支
援
事
業
』
の
実
施
や
後
継
者
等
向

け
に
借
換
に
よ
る
償
還
負
担
軽
減
を
図
る
資
金
を
創

設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
５
０
万
人
サ

ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
と
し
て
コ

ン
サ
ド
ー
レ
通
帳
の
発
行
、

親
子
料
理
教
室
、「
ド
ド
ー

ン
貯 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

実
施
等
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
選
ば
れ
る
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
相
互
扶
助
」
を
事
業
活
動
の
原
点
に
「
ひ
と
・
い

え
・
く
る
ま
の
総
合
保
障
」
に
よ
り
、
組
合
員
・
利

用
者
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。　

今
後
も
引
続
き
農
業
経

営
に
貢
献
す
る
取
り
組

み
と
、
Ｊ
Ａ
支
援
の
強
化

を
重
点
事
項
と
し
て
、
地

域
密
着
の
社
会
貢
献
活
動

を
展
開
し
な
が
ら
組
合

員
・
利
用
者
と
の
結
び
つ

き
を
深
め
て
サ
ポ
ー
タ
ー

５
５
０
万
人
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

厚
生
連
は
、
設
立
以
来
「
農
民
の
健
康
保
持
と
生

活
文
化
の
向
上
」
を
目
指
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
と
農
村
の
環
境
づ
く
り
に
寄
与
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
守
る
生

活
基
盤
と
し
て
の
機
能

発
揮
と
、
道
民
と
食
と

農
で
つ
な
が
る
サ
ポ
ー

タ
ー
５
５
０
万
人
づ
く

り
へ
の
貢
献
を「
医
療
・

健
康
管
理
・
高
齢
者
福

祉
・
配
置
薬
」
の
視
点

か
ら
推
進
し
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

毎
月
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合

会
・
中
央
会
の
活
動
内
容
を
紹
介
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
11
月
２

日
に
開
催
し
た
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実

践
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
信
し
た
「
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を

お
伝
え
し
ま
す
。

ＪＡグループ通信：大会実践フォーラム特集号

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン
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和
の
お
菓
子
大
好
き
！
の
会
編　

　
　
　
　
　
　
　

定
価
１
２
９
６
円

大好評で完売した 2013 年 5 月号の『家の光』別冊付録
「伝えたい　覚えたい　家族のおやつ」が書籍に！

はじめてでもおいしく作れる

　和のお菓子
　フライパンで作れるおやつから
　　　　おもてなしの和菓子まで 104点

どら焼きやドーナツなど、昔ながらの人気のおやつが手軽に作
れる。いつもの道具と身近な材料で作れるので、初心者でも安心。
地域の名人によるふるさとのおやつやアイデアお菓子なども併
せて紹介。

基本からよくわかる

おいしい豆料理手帖 図解 知識ゼロからの林業入門
　

ミ
ネ
ラ
ル
や
繊
維
質
が
豊
富
で
栄
養

価
が
高
い
豆
。
豆
の
種
類
ご
と
の
特
長

を
生
か
し
た
も
ど
し
方
や
下
ゆ
で
方
法

を
、基
本
か
ら
て
い
ね
い
に
紹
介
。知
っ

て
お
き
た
い
昔
な
が
ら
の
定
番
料
理
は

も
ち
ろ
ん
、
和
・
洋
・
中
の
幅
広
い
レ

シ
ピ
も
掲
載
。

　

木
の
保
育
か
ら
木
材
の
加
工
・
流

通
、
そ
の
歴
史
や
制
度
、
バ
イ
オ
マ
ス
、

林
業
政
策
の
歩
み
や
雇
用
に
つ
い
て
な

ど
、
林
業
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
基
本
情

報
と
動
向
を
網
羅
し
て
掲
載
。
図
解
入

り
で
わ
か
り
や
す
く
、
林
業
に
つ
い
て

一
か
ら
学
べ
る
。

大
庭
英
子　

著　

定
価
１
４
０
４
円

関
岡
東
生　

著　

定
価
１
６
２
０
円

おすすめ

小麦粉・白玉粉・上新粉など、材料別に掲載

長い間受け継がれてきた、ふるさとのおやつも
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【全体運】前向きな気持ちになれる期間です。攻
めの姿勢で行動を起こして。また、海外に関連
する事柄につきがあります
【健康運】平穏。マッサージで血行促進を図って
【幸運を呼ぶ食べ物】シュンギク

【全体運】物事を邪推し、自ら運気低下を招きが
ち。笑顔を心掛け、明るいイメージづくりを大
切に。お香をたくのも効果的
【健康運】小まめなストレス発散が必須。深呼吸を
【幸運を呼ぶ食べ物】ニシン

【全体運】優柔不断になりやすいかも。信頼でき
る相手に相談し、助言を求めて。気分リフレッシュ
にはダンスなどが吉
【健康運】上々。スポーツに励み、楽しむのが正解
【幸運を呼ぶ食べ物】キャベツ

【全体運】あれこれ考え過ぎてしまう傾向に。難し
い顔をしているとチャンスが逃げていくので、ご
用心。楽天的な発想を
【健康運】積極的に動くこと。運動不足解消を目指して
【幸運を呼ぶ食べ物】シシャモ

【全体運】楽しいことに縁あり。食事会や飲み会な
どに誘われたら、気軽に参加してみて。行きた
かったお店に行くのも◎
【健康運】スキンケアに力を入れて。体調に好影響
【幸運を呼ぶ食べ物】ユズ

【全体運】トラブルの暗示。わがままは控え、思い
やりや気遣いを忘れずに。また、愚痴や不満より、
感謝の言葉を伝えて
【健康運】食べ過ぎやすい時期。腹八分目の徹底を
【幸運を呼ぶ食べ物】そば

【全体運】コミュニケーション能力が高まり、誰と
でもすんなり親しくなれます。趣味が一致する
仲間との交流もラッキー
【健康運】順調です。アクティブに動き回る好機
【幸運を呼ぶ食べ物】ブリ

【全体運】物質面より、内面の充実に意識を向け
たい月。大掃除で不用な品を片付けるのも正解。
気晴らしには音楽鑑賞を
【健康運】不注意になりがち。落ち着いて行動して
【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ

【全体運】自信を持って動けば、新たな可能性が
生まれる兆し。自己アピールは大胆に。未体験
でも思い切って、ぶつかって
【健康運】安泰。評判の健康食材が体質に合いそう
【幸運を呼ぶ食べ物】ナガイモ

【全体運】人当たりがソフトで周囲から慕われそう。
面倒見の良さを発揮しましょう。気分転換には
ジャグジーがベスト
【健康運】運動不足で太りやすいかも。軽く体操を
【幸運を呼ぶ食べ物】ニンジン

【全体運】変化が幸せを呼ぶ鍵に。部屋の模様替
えやイメチェンをするとグッド。グループでの活
動にも刺激がいっぱい
【健康運】良質な睡眠を。疲労回復に効果てきめん
【幸運を呼ぶ食べ物】サツマイモ

【全体運】できる人と比べて落ち込む気配。「人は
人」と割り切り、気持ちの余裕を取り戻して。自
然に触れると開運に
【健康運】生活リズムが乱れそう。節制を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】イイダコ
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12 月のパソコン講習会について

営農部 営農支援課　☎ 68-7014

　◆日　程◆
種　　　類 月　　日 時　　　間 内　　　容 講　師 場　所

ソリマチ簿記
( パソコン )  12 月 15 日（木）　 ① 9:00 ～ 11:00

② 13:00 ～ 15:00

・ソリマチ簿記の使い方や勘定科目の
　設定など
・次年度更新の行い方
・クミカンデータの転送仕方

青申会 ＪＡ 2 Ｆ
PC 研修室

☎ 92-3455　FAX92-3488

FARM LAND からのお知らせ
スチールチェーンソー

ラットリン

30cmバー 19,800 円

35cmバー 19,980 円

972 円

青年部・フレッシュミセス会
ふれあい交流会のお知らせ
青年部・フレッシュミセス会主催のイベントを昨
年に引き続き今年も開催！
楽しい余興と町内外からおいしいオードブルやデ
ザートをご用意しています！
お子さんも連れて、ぜひぜひご家族で遊びに来て
ください♪

開催日時：平成２８年１２月１７日（土）
　　　　　１３: ００～１５：００
場　　所：ＪＡ本所３階　大ホール
参加費用：青年部
　　　　　フレッシュミセス会員　1,500円
　　　　　ＪＡ職員
　　　　　組織未加入者　　　　　1,000円
申込期日：電話またはＦＡＸにて営農部まで
　　　　　お申込ください♪
その他　：組織未加入者の会費は当日現金で徴収
　　　　　いたします。

軽油配送日の変更について

ホクレン美瑛北町給油所　℡ 92-2157

　冬期間の軽油配送日について、下記の内容での
配送となりますのでお知らせします。

期　間：12月～３月（冬期間）
油　種：軽油
配送日：毎週水曜日（週１回・祭日の場合はその
　　　　前後・正月期間はお休みします）
　　　　※配送のご予約はお早めにお願いします。

限定各 5 台 !!

殺鼠剤
ついに復活 !!

ひまわりの種

MS170 シリーズ

◆持参するもの◆
自分のパソコンで講習を受けたい方➡本体を持参してください
ソリマチ簿記を受講希望の方➡
伝票入力の練習も行いたい場合は、今年のクミカン報告書と減価償却資産台帳を持参して下さい。

営農部
 　☎ 68-7014　 FAX92-2644



小規模企業共済のご案内

ＪＡバンクローン秋のキャンペーン

貯金課　金融店舗　☎ 92-4325

　金融店舗では、従業員20名以下 (※ )の企業経
営者の方に、小規模企業共済をご案内しています。
お得な制度となっておりますので、是非ご利用くだ
さい。
※宿泊業・娯楽業を除くサービス業、商業の場合は、常時使
用する従業員は５名以下

◎節税として
　掛金は全額「小規模企業共済等掛金控除」として、
課税対象所得から控除できます。
◎経営者の退職金として
　小規模企業共済制度は、小規模企業の経営者の方
が、事業をやめられた後の生活の備えとなる「経営
者の退職金」です。

詳しくは金融店舗窓口までお問い合わせください。

下記の内容にてＪＡバンクローン秋のキャンペーンを実施中
です。	

期間：10月3日（月）～12月30日（金）	
キャンペーン金利：	
　・マイカーローン変動金利型　1.85%
　　（店頭標準金利年1.90%　平成28年12月1日現在）
　さらにＪＡびえい自動車共済契約者は0.05％引下げによ
り1.80％
※ローン対象自動車の契約が原則となります。
　・教育ローン変動金利型　　　1.80%
　（店頭標準金利年1.90%　平成28年12月1日現在）
　・住宅ローン
　　（リフォームローン含む）
　3年固定変動金利選択型　
1.10%
　　（店頭標準金利年1.25%　
平成28年12月1日現在）
　5年固定変動金利選択型　
1.50%
　　（店頭標準金利年1.65%　
平成28年12月1日現在）

詳しい内容につきましては、金
融部　融資課までお問い合わせ
ください！

金融部融資課　☎ 68-7015
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年末のＪＡ業務時間のご案内

総務部　☎ 92-2111

研修センター　☎ 92-0588

確かな運転技術と
資格をもって農作業安全を…

12 月 30 日 ( 金 ) 31 日 ( 土 )

金 融 店 舗 窓 口
仕事納め　　　

9：00 ～　
         16：00

休　　業

Ａ
Ｔ
Ｍ

ホ ク レ ン
ショップ玄関

9：00 ～　
　　18：00

9：00 ～　
　17：00

金 融 店 舗 8：45 ～　
　　17：00 休　　業

給
油
所

北 町 8：00 ～　
　19：00

仕事納め　　　
8：00 ～　
　17：00

大 町 セ ル フ 24 時間営業 24 時間営業

上 記 以 外 の 部 門
仕事納め　　　

8：30 ～　
 　 12：00

休　　業

　農機協では、北央自動車学校で受講の各種技能資格取得に向け
た講習会への参加を呼びかけています。丘の大地11月号で年内
分の日程を掲載致しましが、平成29年度の技能講習日程が決ま
りましたのでご案内致します。詳しくは研修センターにお問い合
わせ下さい。

※日程等につきまして変更される場合もありますのでお問い合わせ下さい。

◆車輌系建設機械（整地・運搬・積込用及び掘削用）運転技能講習
①平成29年1月19日～20日　②平成29年1月30日～31日
③平成29年2月20日～21日　④平成29年3月13日～14日

受講料44,000円（税込）教本代含む

◆フォークリフト（大型特殊免許取得者―キャタピラ式を除く）運転技能講習
①平成29年1月16日～17日　②平成29年2月6日～7日
③平成29年3月1日～2日

受講料24,000円（税込）教本代含む

◆玉掛け技能講習（小型移動式クレーン運転技能講習修了者及び移動式クレーン運転士免許取得者）

①平成29年1月23日～25日

受講料25,000円（税込）教本代含む

◆小型移動式クレーン運転技能講習（吊上げ荷重 1 ｔ以上 5 ｔ未満）

①平成29年1月26日～28日

受講料44,000円（税込）教本代含む
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■このまま根雪なのだろうか。今年は 10 月の後半からまだ融ける
と言いながらとうとう 12 月に入る。ある組合員が「今年は 10 月
の収穫期に天候になったのはたった 8 日間しかなかった。収穫が遅
れるのも当然なんだよね」とつぶやいた言葉が今年の天候を象徴し
ていた。日本中を襲った記録に残る災害であるが、災害の急襲はい
つ私たちの身に降りかかるかわからないことから「経験したことの
ない」出来事は記憶に残し、自分の身は自分で守る「自助の心構え
が必要」ではないでしょうか。平成 28 年も残すところ 1 ヶ月。思
い出にしたくない出来事は早く忘れたいのですが、何故か災害やト
ランプ、ＴＰＰの記憶だけが残ります。

732 人

1,874 人

253 億 28 百万円

68 億 66 百万円

 11 億 10 百万円

40 億 28 百万円
※百万円未満四捨五入  
（平成 28 年 10 月末）

発生件数　　2 件（ 19 件）　《17 件》
　　負傷　　2 人（ 18 人）　《17 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《  0 人》
（　）は 28 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（11月20日現在）
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1日（木）　第 43回集落代表者研修会
　全道ＪＡ青年部大会 (2 日 )

3日（土）　報徳社社員交流会

4日（日）　百合根生産部会道外視察研修会
　　(７日 )

17日（土）　青年部・フレッシュミセス会
　ふれあい交流会

19日（月）　女性部そば打ち講習会

23日（金）　天皇誕生日

30日（金）　ＪＡ一般業務仕事納め
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第19回理事会　10月28日（金）

■議案審議事項

議案第１号　第 41回組合員宅一日一斉皆訪問の実

施について

・原案どおり承認されました。

議案第２号　第 43回集落代表者研修会の実施要領

について

・原案どおり承認されました。

第20回理事会　11月16日（水）

■議案審議事項

議案第１号　総代会の開催について

・原案どおり承認されました。

議案第２号　第 31回臨時総代会の提出議案について

・原案どおり承認されました。
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　海と山の深いつながりが形となり
ました。毛ガニの水揚げ量日本一の
枝幸漁協と当ＪＡは農業まつりや青
年部との交流がこれまでも長く続い
ております。美瑛選果での販売戦略
の一つに美瑛産の農畜産物と枝幸漁
協生産のおいしい毛ガニやホタテ、
イクラと一緒にしたギフトセットが
コラボ企画として形になりました。
北海道の海と山の味をどうぞご賞味
下さい。

つながりが
　　形に…


